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過大規模校・過小規模校の差から生じる諸々の課題は、印西市全体に関わる教育問題です。過大規模

化・過小規模化を同時に解消し、人間の一生を通じての成⾧と発達の基礎作りに重要な義務教育を、より

良い教育環境で学ぶ為に以下を強く要望いたします。 

 

① 小規模特認校制度を導入し、過小規模の解消 

（希望者は学区に関係なく、特認校に指定された小規模校に就学する事が出来る） 

② スクールバスを運用した柔軟な学区外就学を実施し、過大規模の解消 

（受入れ可能な小規模校への通学手段を整え、過大規模校の教育環境改善と適正規模化を図る） 

③ 「過小規模を解消し小規模校の存続」と「過大規模を解消し大規模校の適正規模化」 

子どもたちのより良い教育環境をつくるために、ここに署名を添付して提出します。 

 氏名 住所（代筆、同上、〃など省略は不可） 
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【取り扱い団体名】（                         ） 

署名いただいた個人情報は本署名活動以外に利用しません。       ※裏面もご覧ください。 

印西市・学校適正配置を考える会 

代 表  大 野  裕 行 

学校を選べる 選択肢を増やす 為の署名 



                                    

 

印西市・学校適正配置を考える会 

      代表 大野 裕行                        

 

～すべての子どもたちが主役になれる、学校を選べる選択肢を増やすために～ 

 

小規模校の船穗小学校では児童数の減少が進み、教育委員会は、早ければ令和 4 年 4 月に高花小

学校と統合の方針です。その一方で過大規模校の小倉台小学校・原小学校では、教室の増築で教育環

境が劣化。今後牧の原小学校が過大規模校化していきます。 

印西市・学校適正配置を考える会は、小規模校・過大規模校に生じている諸処の問題を、印西市全

体の学校配置の課題であると考え、より良い教育環境の実現を目指して、保護者・教育関係者・保育

園経営者・地域の人々により設立されました。 

小規模校の船穂小学校は、一人一人に目の行き届くきめ細やかな学習指導、誰もが主役になれる

学校生活、異学年の温かい交流、一人一台のタブレットを活用した学習のいち早い導入など、豊かな

学びの場を提供するとともに、地域の方々のご支援・ご協力により、ふなほ祭り・稲刈り・梨の収穫

体験など、豊かな自然教育・社会教育が行われています。また、149 年という⾧い歴史を持ち、多く

の子ども達が巣立った学校は地域の交流の場にもなっています。 

一方で過大規模校の小倉台小学校では、きめ細かな指導が困難であり、校庭を使える面積の制約

を受けるほか、体育館・プールの利用回数も制約されています。また、入学式・卒業式に全校生徒の

参加ができないばかりか、運動会で運動場の周りに居られるのは自分の子が出場する時間だけとい

う、教育環境になっています。 

船穗小学校のような伝統ある小規模校は存続させて、より良い教育・地域環境を守り育てるとと

もに、小倉台小学校のような過大規模校の解消を図るために、次の事を印西市に強く要望します。 

 

① 小規模特認校制度を導入し、過小規模の解消 

② スクールバスを運用した柔軟な学区外就学を実施し、過大規模の解消 

③ 「過小規模を解消し小規模校の存続」と「過大規模を解消し大規模校の適正規模化」 

 

ご家族や職場等お知り合いの方へも呼びかけていただき、一人でも多くの方が署名活動にご協力いた

だけますよう、よろしくお願い申しあげます。※年齢・居住地問いません。  

署名期間 令和 3 年 5 月 5 日～8 月 31 日 

              
 

※裏面もご覧ください。 

はじめよう！！ 

子どもにとっても 住みやすい街印西市 

郵送先（その他方法はお問い合わせください） 

印 西 市 ・ 学 校 適 正 配 置 を 考 え る 会  事 務 局 

住 所 ： 〒 2 7 0 − 1 3 4 3  印 西 市 結 縁 寺 4 1 3 - 6 

電話：080-3124-2992 ✉inzaitekisei@gmail.com 

HP はこちら↓ 


